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４．国民が主役 

 次に、４つ目の柱でございますけれども、それは、国民が主役である、という点であ

ります。低炭素社会をつくっていくためには、国民一人ひとりがその意義と重要性、や

り方、メリットと負担を理解して、行動する必要があります。  

 国民は、観客席で低炭素社会への動きを見ているのではなく、一人ひとりがその

「演じ手」であり、「主役」であるのです。低炭素社会をつくっていくためには、知ること、

新しい社会を描くこと、行動すること、そして伝え広げることが大切であります。  

 意識の高い人々は、もうすでに活発に動いております。そういった人たちがもっと動

けるように、そして周りに広げていけるように、政府の役割は、低炭素型 に行動を変

えたくなるような仕組みづくりを提供するとともに、まだ意識していない人たちに対し、

気づきのきっかけを提供していくということであります。  

 そのために教育は非常に重要な役割を担います。義務教育はもちろん、生涯を通し

てのあらゆるレベル・あらゆる場面での教育において、低炭素社会や持続可能な社

会について教え、学ぶ仕組みを取り入れていかなければなりません。  

 


